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　計画に掲げる「目指すべき未来の世田谷の姿」の実現に向け、以下の視点からの取組みを

進め、持続可能な自治体経営の確立を目指します。

区民目線による行政サービスの推進1

　区民目線からサービスデザインの考え方を取り入れた事業推進や進化するテクノロジー

をフルに活用した利便性の大幅な改善などにより、現在の縦割りの組織のあり方や仕事

の進め方を改め、各組織ごとの情報の共通資源化や可視化、蓄積、また、柔軟なワークス

タイルの実現など、従来の枠組みを超える行政経営のスタイルの構築に取り組み、問題

発見・解決型組織に生まれ変わることで、区民の利便性、区民サービスの向上を図ってい

きます。

多様な主体との連携強化による経営力の向上2

　区民ニーズや区政課題に行政単独で対応するには限界があるなか、区民や地域団体、

民間事業者など、多様な主体で形成されるネットワークと積極的に協力し、区民サービス

を構築することが重要です。最適な担い手とともに地域課題の解決に向け、多様な主体か

らのアイデアやスキル、資源を適切に組み合わせ、連携していく新たな仕組みを構築し、

柔軟かつ的確な行政経営を行います。

経営資源の最適化3

　自律的な行財政運営に向け、時代にあった事業の刷新や財源確保の取組み、公共施設

の有効活用をさらに推進できるよう情報の共有化などを進め、柔軟な発想や工夫を生み

出すことができる職員一人ひとりの能力の向上を図るなど、増加する行政需要に対し、「ヒ

ト・モノ・カネ・情報」と言われる経営資源を適切に管理、投入することで効果の最大化を

図っていきます。
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